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W1-1：DFAST結果画面

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 2

DFASTの入力として与えた配列
の、①総塩基数は2,594,548 bp、
②配列数は327個。入力配列情報
は、③genome.fnaの中身と同じ

①

② ③



W2-1：アカウント申請

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 3

第9回W9-3で詳細に述べなかった部分を
第10回で解説します。①まずはDDBJ登
録アカウントの取得。②D-wayにアクセス

①

②



W2-2：D-way

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 4

このページからDDBJにログインして登録を
行うわけだが、まずはアカウントを取得する
必要がある。①Register for a new account

①



W2-3：新規アカウント

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 5

2010年頃にpiRNAデータの登録をやったような
記憶が無きにしも非ずだが、もはやログインID
すらわからない状態なのでそれはなかったこと
にしてw、新規アカウント作成を行う。①ログイ
ンIDは、既に存在するIDと被らず、②赤枠で示
す条件を満たせばおそらくなんでもいいはず

②

①



W2-3：新規アカウント

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 6

必要事項を入力して、①Continue

①



W2-3：新規アカウント

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 7

確認して、①Confirm

①



W2-3：新規アカウント

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 8

①メールが送られたようだ

①



W2-4：メールが来た

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 9

12時間以内に下記URLをクリック
せよと書いているので、①クリック

①



W2-5：パスワードを作成

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 10

パスワードを作成します



W2-5：パスワードを作成

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 11

パスワードを作成して、①Set

①



W2-6：無事成功
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①5秒後にLoginページに飛ぶようだ

①



W3-1：ログインページ
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①

確かにLoginページに飛びました。①確認
しておいてください。念のため②をクリック

②



W3-2：ヒトデータの登録

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 14

①ヒトを対象とした研究データの登録
について、のページ。②登録前審査

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/human-j.html

①

②



W3-3：登録前審査

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 15

①ヒト配列が解析対象ではないメタゲノム解
析は、審査が不要な例として挙げられている

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/human-j.html#review

①



W3-4：ログイン

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 16

D-wayのトップページに戻り、さきほど取得し
たログインIDとパスワードを入力して、①Login

①

https://trace.ddbj.nig.ac.jp/D-way/



W3-5：ログイン後

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 17

こんな画面になります

https://trace.ddbj.nig.ac.jp/D-way/contents/general/top



W4-1：今回は…

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 18

①

NGSデータ（この場合はde novoアセンブリ前の
生リードのデータ）の登録は、イコール 「DRAへ
のデータの登録」です。今回はDRAへの登録（
NGSデータの登録）ではなく、後述するMSSへの
登録（アセンブリしてアノテーションした結果の
みの登録）なので、①の作業は不必要



W4-2：登録情報追加

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 19

こんなページに飛びます、
というのを示しているだけ

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/book/account.html#DRA_への登録権限を追加



W4-3：DRA

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 20

今回はやらないDRAのページ

https://trace.ddbj.nig.ac.jp/dra/index.html



W4-4：NSSS

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 21

①NSSSは記載する内容がそれ
ほど多くない場合に有効なツール

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/websub-j.html

①



W4-5：MSS

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 22

①MSSはゲノム全体の配列な
ど大規模な登録に適したツール

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/mss_flow-j.html

①



W4-6：BioProject
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①BioProjectは研究プロジェクトとそのプロジェクト
に由来するデータをまとめるためのデータベース

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/bioproject/index.html

①



W4-7：BioSample
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①BioSampleはデータが由来するサンプル
についての情報を収集したデータベース

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/biosample/index.html

①



W4-8：GSC MIxS
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①GSCのトップページ、②MIxSはこちら

①

②



W5-1：D-wayログイン後
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D-wayログイン後の状態。①BioProject

https://trace.ddbj.nig.ac.jp/D-way/contents/general/top

①



W5-2：BioProject
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①New submission

①



W5-3：Submitter追加

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 28

このデータのSubmitterは3名な
ので、①Add another submitter

①



W5-3：Submitter追加
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こんな感じになります



W5-3：Submitter追加
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①2人目のsubmitter情報を追加した
のち、再度②Add another submitter

①

②



W5-3：Submitter追加
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①3人目のsubmitter情報を追加

①



W5-4：Organization

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 32

①Organizationでは、コンタクトパーソンの所
属する組織のフルネームとそのURLを入力

①



W5-4：Organization
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①こんな感じ、②Continue

①

②



W5-5：ちんたらしてると…

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 34

①こんな感じになってしま
いますので注意しましょうw

①



W5-6：Project title

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 35

改めてログインし直したところ。①Project 
titleでは、プロジェクトの内容を表す短い
タイトルを入力する。これは公開されたプ
ロジェクトのタイトルとして使われる)

①



W5-6：Project title

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 36

①こんな感じ

①



W5-7：Description

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 37

①Descriptionは研究対象やゴールに関する記
載。第三者がデータを解釈することができるよ
うに十分な量 (100 文字以上) の情報を記入し
ます。ここでは、こんな感じで書いてみました

①



W5-8：Relevance
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①Relevanceでは、最も関連性が高い分野を
選択する。ここでは②Agriculturalとしました

②

①



W5-9：Continue

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 39

①ページ下部に移動。②グラント情報
などがあれば記入して、③Continue

①
②

③



W5-10：PROJECT TYPE

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 40

①今はPROJECT TYPEのところ

①



W5-11：Project data type

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 41

今回我々はゲノム配列データを登
録するので、①Project data type

では、②Genome Sequencing

②

①



W5-12：Sample scope

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 42

①ページ下部に移動。②Sample 
scopeは、③Monoisolate (単一
の細胞、培養細胞のセルライン)

③

②

①



W5-13：Material

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 43

①Materialは、②Genome

②

①



W5-14：Capture

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 44

①Captureは、②Whole

②

①



W5-15：Objective

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 45

①Objectiveは、②Sequence, Assembly, 
Annotationが該当する。ゲノム塩基配列情報
だし、ゲノムをアセンブルしたものだし、DFAST
アノテーション結果も登録するからである

②

①



W6-1：Locus tag prefix

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 46

①第9回でも紹介したLocus tag 
prefixは、②Sequenceのところに
チェックを入れたときに出現する

②

①

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/locus_tag-j.html



W6-1：Locus tag prefix
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ちょっと下にずらしただけ

②

①



W6-1：Locus tag prefix

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 48

①L. acidipiscis 10692Tの登録なので、と
りあえず①Lacidipiscisとして、②Continue

①

②



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 49

①今はTARGETのところ

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 50

Organism nameのところに、①
Lactobacillus acidipiscisと入力して
みると、下に3つの候補が現れた

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 51

登録したいデータはLactobacillus 

acidipiscis 10692T。下の2つは違

うだろうと思い、とりあえず①を選択

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 52

そうすると、①のようにTaxonomy IDの欄に
自動で選択したもののID情報が追加される

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 53

このデータはJCMに登録されたL. 
acidipiscisの基準株なので、①JCM 10692

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 54

①Descriptionは、こんな感じに書いてみました

①



W6-2：TARGET

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 55

（ここでは入力しないが）赤枠内も
可能な範囲で入力して、①Continue

①



W6-3：PUBLICATION

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 56

①今はPUBLICATIONのところ。このデータ
の論文化の予定はないので、②Continue

②

①



W6-4：OVERVIEW
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①今はOVERVIEWのところ。②ペー
ジ下部までざ～っと全体をチェック

①

②



W6-5：問題なければ…

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 58

修正すべき事柄があれば修正。
問題なければ①Submit、②OK

①

②



W6-6：Submit終了後

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 59

①Submittedになっています。最
初のNo submissionの状態(W5-2)
と異なっていることがわかります

①



W6-7：Accession番号キタ

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 60

①BioProjectアクセッション番号は
PRJDB5682。このときは確か、週末
金曜日の夜にsubmissionボタンを押し
て、火曜日の午前にメールがきました

①



W7-1：BioSample
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次は①BioSampleの登録

①



W7-1：BioSample

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 62

①New submission

①



W7-2：SUBMITTER

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 63

BioProjectのときと同じよ
うな手順で入力していく



W7-2：SUBMITTER

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 64

W5-3と同じように入力
したのち、①Continue

①



W7-3：GENERAL INFO

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 65

①External Linksのところに何か情
報を入力したほうがいいのだろう…

①



W7-3：GENERAL INFO

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 66

②

②

①

①JCM Catalogue中に、②今回登録しようとし
ているL. acidipiscis 10692Tの情報が掲載され
ているので、とりあえずそれを与えることにする



W7-3：GENERAL INFO
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①こんな感じで入力して、②Continue

①
①

②



W7-4：SAMPLE TYPE
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①Sample typeを選ばねばなら
ないようだ。②どう見ても下の
Other samplesではないので…

①

②



W7-4：SAMPLE TYPE

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 69

①上側にチェックを入れたところ。赤枠
の中からどれかを選ばねばならないよう
である。このデータの場合は②Cultured 
Bacterial/Archaeal Genomic Sequences
にチェック。迷ったら③を眺めるとよい

①

②

③



W7-4：SAMPLE TYPE

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 70

①にチェックを入れたらすぐに、②No 
packageに自動でチェックが入った

①

②



W7-4：SAMPLE TYPE

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 71

①ページ下部に移動。赤枠の中から、このサンプルの
由来を指定する必要がある。このサンプルの場合は、
②host-associatedか③miscellaneous or artificialのどち
らかになると思われる。とりあえず③にして、④Continue

①

②

③

④



W8-1：ATTRIBUTES

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 72

①をクリックして、サンプル属性のテンプレー
トファイル(②MIGS.ba.miscellaneous.txt)をダ
ウンロード。前のページで「miscellaneous or 
artificial」を選択していたので、miscellaneous
用のテンプレートファイルということなのだろう

①

③
②



W8-2：Excelで眺める

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 73

Excel上で①MIGS.ba.miscellaneous.txtを
眺めているところ。1行のみからなり、多数
の列からなっているようだ。何をどうしたら
いいのかわからないのでヘルプを眺める



W8-3：ヘルプ

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 74

①ここです

①



W8-3：ヘルプ
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①自分がダウンロードしたひ
な形と同じものを選択していく

①



W8-3：ヘルプ
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自分がダウンロードしたひな形と
同じものを選択していく。この場合
は、 ①Genome,…と②Cultured…

①

②



W8-3：ヘルプ
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①ページ下部に移動し、②
miscellaneous…、③DEFINITION

①②

③



W8-3：ヘルプ

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 78

一瞬何が起こったのかよくわからないが、①
の幅が小さくなっている。ページ下部に何か
情報があるのだろうと思い、下部に少し移動

①



W8-3：ヘルプ
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①このあたりまでページ下部に移動。アスタリスク
(*)のついている②sample_name*や③sample_title*
のようなものが必須入力項目なのだろう

①

②

③



W8-4：納得

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 80

なるほど、こういう感じの対応関係なのね

② ③①

②

③

①



W8-5：埋めてみた

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 81

このファイルの場合は、全部で82項目分
あるが、そのうち*がついた必須事項を含
む29項目めまで、何らかの書き込みを行
った。行列を入れ替えて表示している



W8-6：BioProject ID

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 82

赤枠のあたりはW6の情報とほぼ
同じ。①PRJDB5682は、DDBJ
からメールで来たID [W6-7]

①



W8-7：値がない場合は

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 83

値がない場合は、not applicableや
missingなどを使い分けて入力する

①

②



W8-7：値がない場合は

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 84

①を参考にして使い分ける

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/biosample/submission.html#値がない場合の記載方法

①



W8-8：それ以外

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 85

①～④の情報は、⑤原著論文や

①

②

③

④

Tanasupawat et al. Int J Syst Evol Microbiol., 2000
⑤



W8-9：JCM Catalogue

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 86http://www.jcm.riken.jp/cgi-bin/jcm/jcm_number?JCM=10692

①

①JCM Catalogueを参考にして埋め
ていく。②JCM 10692が菌株保存機
関における登録番号に相当する

②



W8-10：アップロード

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 87

W8-3と同じ画面です。①参照で一通り
入力を終えた②タブ区切りテキストファ
イル（MIGS.ba.miscellaneous_after.txt

）を選択して、③開く

①

http://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/~kadota/book/MIGS.ba.miscellaneous_after.txt

②

③



W8-10：アップロード
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①Continue

①



W8-10：アップロード
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①Continue

①



W8-11：PUBLICATION

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 90

①Continue

①



W8-12：OVERVIEW

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 91

①ページ下部まで全
体を眺めて最終確認

①



W8-13：Submit
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ページ下部まで眺めたところ。
問題なければ①Submit、②OK

①

②



W8-14：Submitted

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 93

①Submittedになっています。問題が
あればDDBJアノテーターから指摘が
あります。返事がくるまで思考停止

①



W9-1：Accession番号キタ

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 94

①BioSampleアクセッション番号は
SAMD00078754。このときは確か、火
曜日の午前にSubmitボタンを押して
、木曜日の午前にメールがきました

①



W9-2：Attributesのところ
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DDBJアノテーターによって、イチイチ
指示されることなく編集していただいた
ようです。この場合は、①2項目が追加
され、②1項目が削除されたようです

①

②



W9-3：StatusがHoldに
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①StatusのところがSubmitted (W8-
14)からHoldになっているのがわかり
ます。②SSUB007729をクリック

①
②



W9-4：OVERVIEW
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前回(W8-12)見た①OVERVIEWとは異なり、
②BioSample Accessionが表示されている

①

②



W9-5：SSUB007729.txt
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①ページ下部に移動、
②SSUB007729.txt

①②



W9-5：SSUB007729.txt
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①SSUB007729.txtをEXCELで開いたと
ころ。1行目がMIGS.ba.miscellaneous.txt 
(W8-4)と同じような感じですね

①



W9-5：SSUB007729.txt
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SSUB007729.txtの行列を入れ替えて表
示。①W8-8で記載していた"fermented 
fish"が削除されていることがわかる

①



W9-5：SSUB007729.txt
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①これがDDBJアノテーターに
よって追加されたものですね

①



W10-1：MSS
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W4-5と同じです。MSSは①のあたり以降から

①



W10-1：MSS
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①ちょっとページ下部に移動。MSS利用希望
なので、②MSS申し込みフォームをクリック

①

②



W10-2：申し込みフォーム
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①16S ribosomal RNAでは
ないがassembleした、ので
MSS利用でいいのだろう

①



W10-2：申し込みフォーム
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①ちょっとページ下部に移動。②以
前にMSS利用経験はないので、い
いえ。それ以外の項目も埋めていく

①

②



W10-3：登録データの概略
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このデータは論文投稿の予定がな
いので、①登録完了後即日公開

①



W10-3：登録データの概略
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①件数は1件。②生データは
Illumina MiSeqデータ。③ア
センブリ結果はdraft genome

①

②

③



W10-3：登録データの概略
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①

②

①BioProject ID（"PRJDB5682"）とBioSample 
ID（"SAMD00078754"）は取得済み。②locus 
tag prefix （"Lacidipiscis"）も取得済み



W10-3：登録データの概略
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①生物学的概要のところは、
とりあえず②のようにしました

②

①



W10-4：入力内容の確認

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 110

最後まで書き込み完了した
ので、①入力内容の確認

①



W10-4：入力内容の確認
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え、どうして?!①FAX番号入力したはず
なのに、と思いつつ、②入力画面へ戻る

②

①



W10-4：入力内容の確認
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①もしかして、「+81」とせずに「0」から始
まる日本国内のみで使う形式にするの
かも…(+を除くだけでもたぶん大丈夫)

①

①



W10-4：入力内容の確認
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①のような感じにして、も
う一度「入力内容の確認」

①

①



W10-5：成功
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うまくいったが、なんかやり切れません（
苦笑）。気を取り直して入力内容の確認



W10-6：入力内容の送信
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問題なさそうなので、①入力内容の送信

①



W10-6：入力内容の送信
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①メールが来るまで思考停止

①



W10-7：バクテリアはBCT
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①登録データ種別のページで

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/data_categories-j.html

①



W10-7：バクテリアはBCT
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①「バクテリア」でページ内
検索。②確かにBCTですね

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/data_categories-j.html

①

②



W10-8：WGS
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①今回のデータが該当するDraft genome
の場合は、Whole Genome Shotgun (WGS)
エントリとして取り扱われる

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/wgs-j.html

①



W10-9：CONエントリ
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ギャップを含んだドラフトゲノムの場合には
2通りの登録方法があり、その1つがCON
エントリ。①登録データ種別のページ内で

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/data_categories-j.html

①



W10-9：CONエントリ
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①「CON エントリ」
でページ内検索

http://www.ddbj.nig.ac.jp/sub/data_categories-j.html

①



W11-1：DDBJからのメール
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（このときは30分足らずで）DDBJ
からメールが来ました。本文が
長いので4分割して表示。その1



W11-1：DDBJからのメール
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（このときは30分足らずで）DDBJ
からメールが来ました。本文が
長いので4分割して表示。その2



W11-1：DDBJからのメール
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（このときは30分足らずで）DDBJ
からメールが来ました。本文が
長いので4分割して表示。その3



W11-1：DDBJからのメール
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（このときは30分足らずで）DDBJ
からメールが来ました。本文が
長いので4分割して表示。その4



W11-2：DDBJ Submission
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DFAST実行結果画面
。①DDBJ Submission

①



W11-2：DDBJ Submission
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①のあたりはW2、W5、W7でやった
。第9回のW9-3あたりでも説明済み

①



W11-3：Input Metadata
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②

①

①「2. Input Metadata」の
②Show Formをクリック



W11-3：Input Metadata
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入力フォームが下のほう
に見えてるっぽいので…



W11-3：Input Metadata
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①少しページ下部に移動したところ

①



W11-3：Input Metadata
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①W8-5でstrainのところをJCM 
10692として埋めたので、②と
同じになるがとりあえずこうする

① ②



W11-4：取得情報を
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①こんな感じでLacidipiscis (W6-1)、
PRJDB5682 (W6-7)、SAMD00078754
(W9-1)の取得情報を入力

①



W11-5：Submitter
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①Submitterのところ
を入力していきます

①



W11-5：Submitter

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 134

①こんな感じで入力。②のところはスペー
スを入れてはいけません! (第9回W10-7)

①

② ②

②



W11-6：Assembly
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①次はAssembly情報の入力

①



W11-6：Assembly
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①こんな感じで入力しました。②Save。後
程（W12-2）でPlatanus B 1.1.0の記述に
ついて質問され修正することになるが、こ
のときはまだ自信満々で書き込んでいる

①

②



W11-7：Preview

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 137

①Previewで全体をチェックします

①



W11-7：Preview
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①Previewで全体をチェックします



W11-7：Preview
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問題なさそうなので①Close

①



W11-8：Format Check
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次はFormat Check。①Hide Formして

①



W11-8：Format Check
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①Format Check

①



W11-8：Format Check
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①Format Checkボタンを押した直後の状態

①



W11-9：Format Check結果
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①エラーが沢山でました

①



W11-9：Format Check結果
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①ページ下部まで移動して、②Close

①

②



W11-10：エラー原因と対策
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①Referenceのところの、
②を埋めるといいのかも

①

②



W11-10：エラー原因と対策
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①こんな感じで埋めて、②
Saveし、再度Format Check

②

①



W11-11：Format Check
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Format Check結果。①2か所で不明アミノ
酸残基 (X) が含まれている旨の警告が
出たようだ。DFASTではXが連続して2つ
以上並んだ場合には登録には不適切とし
て結果から削除しているため、Xが含まれ
ていたとしても最大で1アミノ酸残基であ
る。Xの数が多い場合、DDBJのアノテー
ターから修正を要求されることがあるが、
この程度であれば通常は許容範囲である

①



W11-11：Format Check
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①

②

①ページ下部まで移動して、②Close



W11-12：最終段階
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①ファイルを添付する代わりに、②このペ
ージのURLをメールに記載して送るだけで
よいので楽ちんです。添付ファイルとして
DDBJにメール送付するのが一般的です

②

①



W11-13：DDBJにメール
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①（金曜日の夜に）メール送信

①



W12-1：やりとりの詳細
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月曜日の昼にDDBJ登録係よりメー
ルがきた。これから確認作業のようだ



W12-2：DDBJからの質問
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火曜日の昼にDDBJ登録係より、
3つの質問からなるメールがきた



W12-3：DDBJへの回答
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こんな感じで回答しました



W12-4：DDBJからのメール

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 154

DDBJは受け入れてくれたようです
。①別の定型メールがくるようだ

①



W12-5：別の定型メール1

日本乳酸菌学会誌の連載第10回 155

約30分後に定型メールがきた。①
がアクセッション番号リストの添付
ファイルなのだろう。②日付はこれ

①

②



W12-5：別の定型メール2
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定型メールの下のほう。①2
日以内に見られるとのこと。
②getentryで確認可能らしい

①

②



W12-6：添付ファイルの中身
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W12-5の①添付ファイルの中
身。確かに②アクセッション
番号リストの情報があります

②

②

①



W13-1：BioSampleリリース
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①IDはSAMD00078754。②URL

①

②



W13-2：SAMD00078754
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こんな感じです

http://trace.ddbj.nig.ac.jp/BSSearch/biosample?acc=SAMD00078754



W13-3：BioProjectリリース
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①

②

①IDはPRJDB5682。②URL



W13-4：PRJDB5682
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こんな感じです



W13-5：getentry
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W12-5のメール本文でも示されている①
DDBJ のデータベース検索ツールgetentry

上で、②最初のコンティグを検索してみる

①

②



W13-6：BDQH01000001
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①BDQH01000001で、②検索

① ②

①



W13-6：BDQH01000001
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①おお～！確かにある

①



W13-6：BDQH01000001
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①2017年4月26日付けで公開
されたようだ。②BioProjectお
よびBioSample IDもある。③

入力したとおりの名前もある

②

①

③



W13-6：BDQH01000001
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①DDBJとのやりとり（W12-4）で
修正されたとおり、Platanus_B

v. 1.1.0になっている

①


